
協働する医師から見た
特定行為研修修了者 

彦根市立病院  

診療局主任部長（在宅医療担当） 

切  手  俊  弘 



• 病床数                438床 

• 外来患者数       965人/日 

• 入院患者数       317人/日 

• 救急車受入率   99.7％ 

• 平均在院日数   14.2日 



在宅医療支援室 

2016年4月より新設  
医師2名 看護師3名（うち特定行為研修修了看護師1名）  
ＭＳＷ1名 





当院の特定行為研修修了者 

創傷管理・創部ドレーン管理・瘻孔管理・ 
栄養及び水分管理に係る薬剤投与 

呼吸器（気道確保・人工呼吸療法・ 
長期呼吸療法に係る） 



当院の特定行為研修修了者の役割 

創傷管理関連 

 

 

呼吸器管理関連 

 

・気管カニューレの交換 

・挿管チューブの位置調整 

・人工呼吸器の設定変更 

 

 

・気管カニューレの交換 

・訪問看護師との連携 

   

在 宅 

病 院 病 院 

在 宅 

・褥瘡のデブリードマン 

・陰圧閉鎖療法の交換 

 

  

・褥瘡のデブリードマン 

・褥瘡の診察・処置 

・訪問看護師との連携 

   



血流のない壊死組織の除去 



気管カニューレの交換 



気管カニューレ交換の手順書 



特定行為研修（創傷）の実習施設 

陰圧閉鎖療法の実習 



特定行為研修の実習生と一緒に 
 

在宅医療の中での特定行為 



特定行為研修指導者講習会 

指導者も熱心に取り組んでいる 



特定行為研修修了者導入の効果 

•医療業務の分担による効率化 

•医療器材の交換などを手順書で対応できる 

•創傷処置などを専門的にも対応できる 

•異常事態（急変前など）の早期発見 

•距離的に不可能な地域での対応 

 



特定行為研修修了者導入の課題 

•研修体制の問題 

     施設勤務や研修費用の件 

•修了者の勤務体制の問題 

     待遇や専門部署での活動 

•特定行為周知の問題 

     施設内での特定行為についての理解 



チーム医療の推進への効果 

• 医師との関係性 

• 同職（看護師）と
の関係 

• 他職種との連携 

• 施設間の調整役 

 

「重要なパイプ役」 



医師の業務への影響 

•業務分担・効率化 

•迅速な対応 

•家族との信頼関係 

•医療者間の連携 

•責任の問題 

 

 



特定行為研修制度の考え方 

• 急性期医療に必要な特定行為 

• 在宅医療に必要な特定行為 

• 看護師のレベルの統一化も不可欠 

 

急性期医療 在宅医療 



目標はどこにあるのか？ 

•高齢者社会を見据えた計画である。 

•医療だけの目的ではない。 

•地域医療構想の機能分化の施策である。 

•高度急性期の業務改善なのか、在宅医療へ

のシフト強化なのか、やはり両輪なのか？ 



今後の医療展望 

• 医師だけが診察・治療する時代から、医療者全体
で高齢者を診ていく時代へ 

• 専門治療以外のことを管理する役目が必要 

• 医療だけでみるのではない、高齢化社会を多方面
でみていく 

        地域包括ケアシステムの構築 

 

       
特定行為研修修了者の 

ニーズが高まる 
 



特定行為研修修了者の普及を！ 


